
■新市民会館の基本的な方向性

市民の要望
（市民研究会報告書より）

新市民会館の取組み 将来にわたる方向性

地域づくりの
核施設でありたい

文化振興条例の制定

地域と連携した
ｱｳﾄﾘｰﾁ事業の実施

情報発信力のある
ｽｸｰﾙ型事業の実施

ｻｲﾄｳｷﾈﾝ・ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙとの
連携と関連事業の実施

教育文化都市にふさわしい
施設でありたい

コンベンションサービス
の充実

国際会議観光都市に
ふさわしい施設でありたい

多機能型ホールを
最大限活かしてほしい

質の高い
鑑賞事業の実施

質の高い
創造事業の実施

質の高い
市民創造事業の実施

事業性の考えられる
柔軟な運営システムの構築

市民のための
各種研修事業の実施

柔軟な利用規則の実現

市民の文化拠点のための
情報ｾﾝﾀｰの設置

広場、ﾛﾋﾞｰ、ﾚｽﾄﾗﾝ、
屋上庭園の活用と開放

採算性を考えてほしい

市民創造の場に
してほしい

採算性を考えてほし
い
技術スタッフの
養成をしてほしい

利用者のﾆｰｽﾞに
応えた規則に
してほしい

文化交流の場に
してほしい

ｻｰﾋﾞｽ総合事務局
がほしい

市
民
と
地
域
に
開
か
れ
た
ホ
ー

ル
運
営
・
事
業
内
容
で
あ
り
た
い

市民企画の実施

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ制度の導入

気軽に立ち寄れる
出会いの場にしてほ
しい

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを
採用してほしい

運営に参加したい
(市民運営協議会)

地域と連携した
賑わい事業・まちづくり
事業の実施

舞台芸術専門機関として
のｽｷﾙの地域還元と
ｱｰﾃｨｽﾄの活用

公立文化施設としての
教育普及事業の重要性

教育特区など行政改革上の
新たな位置づけ

技術ｽﾀｯﾌ、制作ｽﾀｯﾌ等の専
門職員の必要性と活用

観光用通年ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発の
必要性（映像ｺｰﾅｰ等）

　ﾈｯﾄﾜｰｸと経営力のある
ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰの必要性

　ｻｲﾄｳｷﾈﾝ・ｵﾍﾟﾗと並ぶ
シンボルの必要性

・独自財団の設立
・事業基金の設立
・補助金／利用料金制
・公設民営化
・特定公益増進法人化
・企業協賛
・受託事業開発
・収益事業開発

アーティストの育成

プロとの交流の必要性

柔軟な設置条例の検討

NPOなど自立的な機関
の設立


